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静岡県総合防災情報支援システム？

略して、ＡＳＳＩＳＴ－Ⅱ（アシスト・ツー）

Assistant Information System of Shizuoka 
Prefectural Total Disaster Prevention

当初システム→平成８年から運用開始

新システム→平成１６年７月運用開始

数値中心

地図中心



ASSIST-Ⅱの開発コンセプト

国・県・市町村、ライフライン等防災関
係機関の正確・迅速な情報共有

一人でも多くの住民の命を救う

迅速・的確な災害応急対策の実施

公助



ASSIST-Ⅱの概要（１／２）

方式 ＷｅｂＧＩＳ

入力様式数 ６３

クライアント Windows９８以上、ＩＥ５．５以上
（専用端末不要）

ネットワーク ＬＧＷＡＮ、インターネット、防災
行政無線衛星系（汎用ネットワーク活用）

対象とする災害 あらゆる災害



ASSIST-Ⅱの概要（２／２）
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ASSIST-Ⅱの主な機能

被害情報収集

自衛隊派遣等要請

代行入力

ヘリテレ画像登録・閲覧

被害想定等防災基礎情報閲覧

気象・地震情報一斉配信



ASSIST-Ⅱの特徴（１／２）

幅広い組織１６７ ユーザ数６１０

県庁（２５部局） １１５
県出先事務所（５５事務所） １６４
市町（４５市町） ２７９
国出先事務所（７事務所） １３
自衛隊（１２組織） １６
海上保安庁（３組織） ３
ライフライン（２０会社） ２０



ASSIST-Ⅱの特徴（２／２）

「ＧＩＳをフル活用」

被害場所の正確な特定

市町村毎の色塗り（空間的な偏り把握）

市町毎のヘリテレ映像（ＧＰＳ付）の静止画登録

ＧＩＳデータのメンテナンスツール

台風等の実災害での使用実績

要請情報を扱う

ＬＧＷＡＮを利用した本格的な防災システム



「被害地図情報」



「被害集計地図情報」



「被害集計地図マルチ比較」



「ヘリテレ映像（ＧＰＳ付）静止画」

PDA（ＧＰＳ付）も同一



「防災基礎情報」



「防災基礎情報」



「震度情報」



ASSIST-Ⅱのデモンストレーション

被害速報

ヘリテレ静止画像

防災基礎情報

地震被害想定

震度情報

代行入力

要請機能

一斉配信機能



ASSIST-Ⅱ利用の現状

入力様式数２４、ユーザ数６１０での運用

１回／月の合同操作研修（県出先、各市町）

県出先事務所、市町、国及びライフライン機関
向けの基本操作研修

訓練（分野別訓練、総合防災訓練、図上訓練）
の他、気象警報での利用

各出先事務所企画の訓練



市町の協力

各市町（主な入力者）は非常に協力的！

静岡県の特徴

２０数年来、県・市町を挙げて、

東海地震対策を積極的に進めてきた成果



今後の課題

代行入力の情報管理

システムで扱わない情報と扱う情報のトータル
的な情報統制

システムを前提とした災害応急対策業務の人的
体制の再見直し

各機関使用できる情報ツールが別々になったと
きの情報収集・共有の作戦、訓練での実証

システムのブラッシュアップの難しさ
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ご静聴ありがとうございました。


